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宮崎県社会教育委員連絡協議会
会報[第１４号] 平成２４年３月発行

今、まさに
社会教育委員 県社会教育委員連絡協議会
の出番です 会長 森 山 喜 代 香

日増しに春めいてまいりました。 り、今まさに社会教育委員の出番だと
各市町村の社会教育委員の皆様方には、 考えます。

いつもお力添えいただき誠にありがとう
ございます。 すでに御案内のとおり、本年11月1

日（木）～２日（金）には、メディキ
さて、昨年の大震災以来コミュニティ ット県民文化センターを主会場に「語

社会の再構築が求められていますが、私 っちみろや やっちみろや『かたい絆
は、コミュニティ社会は生活に密着した だ！ 社会教育』～今、社会教育に求
生活に根付いた小集落（邑むら）が最も められているもの～」をスローガンに
大事であると考えます。邑には、確かな 掲げ「第42回九州ブロック社会教育研
絆ができます。邑が集まって一つの集落 究大会宮崎大会」を開催します。
となり、集落が集まって一つの自治体（
市町村）となると思います。 九州各県の社会教育委員や公民館関

係者が「かたい絆の社会教育」につい
それぞれの市町村には、それぞれの歴 て大いに語り合う場としたいと考えま

史があり、風土があり、顔があり、その す。
特性に応じたコミュニティ社会を築くこ 本号は、本年度最後の会報となりま
とが求められていますが、この「確かな すが今後の参考にしていただくと幸い
絆」をつくることが、私たちの役割であ です。

本年度の各地区の取組を紹介します。

【宮崎地区】宮崎地区社会教育委員連絡協議会 会長 片野坂 千鶴子

宮崎地区社会教育員連絡協議会は、宮崎市、国富町、綾町の１市２町で構成され社会
教育の理念に基づき、地域の交流活動や研修会などを実施してきました。

活動内容は下記の通りです。

【第１回理事・担当者会】 【第１回会議】 平成２３年７月１４日
平成２３年６月２４日

○ 平成２３年度総会
○ 平成２３年度総会について ・役員選出、平成２２年度事業報告、

決算報告、監査報告
・平成２３年度事業計画案、予算案の審議

【第２回会議】 県理事会の報告
平成２３年１１月２５日 ○ 講演会

・講師 綾部 正哉 氏
○ 各町の研究状況報告 ・演題 「生涯生燃」

綾 町…自治会を中心とした生涯 ・概要
学習の推進

国富町…学校と地域が共に助け合 椎葉村に居を移され、村社会が生んだ文化が
い、共に高め合い、共に なくなっている現在の椎葉村に残っている平等に
支え合う活動の推進 ついての話がありました。世の中の進展が人の幸

せにつながっていないことや変革するには３つの
○ 研究発表 国富町社会教育委員 壁（制度の壁、風俗・習慣の壁、意識の壁）が

猪股 秀信 氏 あることなどについて話していただきました。

「学校と地域が共に助け合い、共
に高め合い、共に支え合う活動の推 【第２回理事・担当者会】
進」と題して、木脇小・中学校の「学 平成２４年２月２４日
校支援地域本部事業」の取組につ ○ 平成２３年度事業報告・決算見込み
いてお話がありました。 ○ 平成２４年度事業計画・予算案審議
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【北諸県地区】都城市社会教育委員連絡協議会 会長 坂元 和雄

北諸県地区の取組として、昨年 11 月に都城市総
合文化ホールにて開催した「平成２３年度都城市
自治公民館地域振興大会兼都北地区公民館実践研
究セミナー」について報告します。

この大会は、地域で子どもを見守る実践等を通
して、子どもが地域の中で安心して健やかに育ま
れる環境づくりを推進することを目的に開催し、
地区内の自治公民館長、社会教育委員、行政職員
等約 300 名が参加しました。

実践発表や、パネルディスカッションが行われ、
自治公民館における活動を通じて、地域の子ども
の育成をテーマに活発な意見がかわされました。

大会の概要

１ 実践発表 ２ パネルディスカッション

○高城地区 第１０自治公民館長 ○コーディネーター
盛田 春雄 氏

「子ども見守り活動実践例」 南九州大学人間発達学部
○祝吉地区 下郡元自治公民館長 子ども教育学科 准教授

永田 優 氏 宮内 孝 氏
「子ども会等との連携による

活動実践例」 ○助言者
○庄内地区 乙房自治公民館長

今ヶ倉 毅 氏 南九州大学 人間発達学部
「子育て支援活動実践例」 学部長 黒木 哲德 氏

○南九州大学人間発達学部
子ども教育学科 准教授 ○パネラー

宮内 孝 氏
地域の核となり、顔となる実践 実践発表者３名
力のある『せんせい』育成を
目指して！

【児湯地区】西都・児湯地区社会教育委員連絡協議会 会長 山下 捷夫

西都・児湯地区では、２月２７日に西都・児湯
社会教育委員連絡協議会研修を木城町総合交流セ
ンターリバリス２階大会議室で行いました。

研修では、県社会教育委員連絡協議会 会長の
森山 喜代香 氏から「地域づくりにおける社会
教育委員の心構え」についてご講話いただきまし
た。

内容は、綾町における自治公民館活動と生涯学
習による人づくり、まちづくりへの実践的な取組
であり、その説得力あふれる内容は、当日参加し
た児湯地区の社会教育委員、行政関係者にとって
大変参考になるものでありました。

また、県教育庁生涯学習課の長尾 岳彦 社会教育主事より県の事業説明をいただき、
そ取組について改めて理解することが出来たところです。

一昨年の口蹄疫からの復興を目指す当地区においては、
今後更なる生涯学習、社会育による充実した取組が重要
になります。我々社会教育委員による地域への支援が、
大切になってきますが、今回の研修を活かして更に尽力
していきたいと思います。
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【南那珂地区】南那珂地区社会教育委員連絡協議会 会長 中島 淳佑

南那珂地区社会教育委員連絡協議会では、地域に
おける社会教育推進上の諸課題の把握に努めるとと
もに社会教育委員としての識見を高めることを目的
に、年間２回の研修会を実施しています。

第１回研修会は、『思春期の問題行動の背景』
と題して、社会福祉法人浄信会三松保育園長の
林 和豊 氏を講師にお招きしました。

「大人は、子どもが失敗した時に、それを正す
ことにしか目が向かないことが多い」とのお話
から、子どもの将来の自立を考えれば、失敗や
トラブル、挫折を「チャンス」ととらえること
が大切であるということを再認識することがで
きました。

どちらの研修会も多くの会員 第２回研修会は、『自然教材として
の出席があり、盛会に終わりました。 の都井岬』と題して、串間市文化財専
地域住民と行政との連携・調整役と 門員の 秋田 優 氏を講師にお招き

しての社会教育委員の役割の重要性を考 しました。
えるいい機会となりました。

出席した会員からは、「社会教育委員と 「岬馬を中心とした動植物の営みが観
しての今後の活動に大変参考になった」 察できる都井岬はその環境すべてが設

との感想も聞かれ、今後もこのよう 備費不要の『箱物でない自然博物館』
な研修の場を継続させていく必要性 である」とのお話から、改めて地域の

を改めて感じました。 もつ魅力を見つめるよい機会となりま
した。

【北部地区】 門川町社会教育委員会 会長 長谷川 義明

門川町の社会教育委員は、社会教育関 また、毎月実施される社会教育事業予
係団体・学校の代表及び学識経験者の９ 定表を送付し、情報提供とともに都合が
名で構成され、年３回の会議及び県・県 つかれる方には参加して頂き、社会教育
北地域の研修会等に参加しております。 団体等の活動に理解を深め幅広い知識を

得ることで、社会教育委員としての役割
今年度は、任期満了の改選時で前回と を果たすことができると確信していると

同様、委員９名中半数以上の５名の委員 ころです。
が替わりました。替わった委員の方も社
会教育に精通された方たちであり、それ ３月に実施予定の教育委員との意見交
ぞれの団体のトップリーダーであります 換会では、委嘱した教育委員そして委嘱
ので情報交換の場としては好都合であり された社会教育委員としての職務を再認
ます。 識することで、教育委員会並びに社会教

しかしながら、社会教育委員の役割と 育委員が果たさなければならない役割を
しての活動においては、これまで私をは 再確認することができるものと思ってお
じめ社会教育委員は社会教育法第１７条 ります。
に掲げてある「諸計画の立案」「教育委
員会の助言及び意見を述べる」等の社会 更により良い委員会の体制づくりに努
教育委員の職務を十分に果たしていない めてまいりたいと考えております。
のではないかという思いがありました。

今後はまず、目的に沿った門川町の社
そこで、本年度は、新たな試みとして 会教育の振興のための意見・提言を積極

当初に町長・教育長・幹部職員との意見 的に行っていかなければならないと思っ
交換を兼ねた新旧委員の歓送迎会を実施 ています。
し、更に３月には教育委員の方々との意
見交換会を実施することにしております。

【第２回研修会の様子】
H24.1.19 於:旧吉松家住宅（串間
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【西諸県地区】西諸県地区社会教育委員連絡協議会 会長 西 誠

小林市社会教育委員の会では、本年度の研究主題である 小林市の取組
「学校と家庭・地域が一体となった地域の教育環境づくり」 の紹介です。
を検証するために、会議と視察研修を開催して審議を重ね
てまいりました。
本年度の活動の中から次の事項について報告をいたします。

１ 市長・副市長、市長部局、教育委員、社会 ２ 第33回全国公民館研究集会・第62回九州
教育委員懇話会 地区公民館研究大会佐賀大会への参加

昨年度に引き続き、10 月 18 日（火）に市長・ 10 月 20 日（木）・21 日（金）に 12 名の自治
副市長、市長部局、教育委員、社会教育委員懇話 公民館長と一緒に１泊２日の計画で参加しまし
会が開催されました。最初に、市政概要や教育行 た。
政概要等を市長・教育長をはじめ各担当課長から 緊急フォーラムでは、３月に発生した東日本
お聞きしました。その後、協働のまちづくりの在 大震災で被災された岩手県の公民館長お二人の
り方、市内９中学校区の全ての２１学校で実施す お話が強く印象に残りました。これまでも公民
る学校支援地域本部事業（こばやしスクールサポ 館は、社会教育の中核施設として、地域づくり
ートボランティアセンター：KSSVC）の取組状況、 や人づくりの拠点として大きな役割を果たして
社会教育活動（文化的行事、体育的行事、伝統行 きましたが、改めて、その役割の大きさに気付
事、史跡）の在り方等について、社会教育委員か かされました。
ら質問や意見をさせていただきました。昨年度か 帰路は雨が降るあいにくの天気になりました
ら始めた懇話会ですが、今後、更に意義のある懇 が、社会教育委員としての視野を広げることが
話会になることを願っております。 でき、晴れ晴れとした心持ちでバスに揺られて

帰りました。

現代はその地域の資源（人材、物、風土）を大切にしたまちづくり
をすることが求められている時代であります。

そのような時代に、今、小林市では将来を担う子どもの人づくり、
市をリードしていく大人の人づくり、地域住民が参画する協働のまち
づくりに積極的に取り組んでおります。様々な関係者間の連携を進め
る過程で社会教育委員としての取組ができて、人づくり、協働のまち
づくりに貢献できることを願っております。

～平成24年度の予定～ ○九州ブロック社会教育研究
○第１回理事会 大会宮崎大会

（九州ブロック社会教育研究大会実行委員会） 11 月 1 日（木）～ 2 日（金）
5 月 15 日（火）県庁内会議室 宮崎市メディキット県民文化センター他

（出席者：各地区理事及び監事、実行委員）

○総会 ○第２回理事会
（九州ブロック社会教育研究大会実行委員会） （九州ブロック社会教育研究大会実行委員会）

7 月 12 日（木）県庁内会議室 12 月 14 日（金）県庁内会議室
（出席者：各市町村社会教育委員代表、実行 （出席者：各地区理事、実行委員）

委員）

○全国社会教育研究大会
今後もどうぞよろしくお願いします。 山梨大会
事務局への御意見、御要望等ありま 10 月 25 日（木）～ 26 日（金）
したら下記まで御連絡ください。 山梨県

事務局：宮崎県教育庁生涯学習課（担当書記：長尾）
住 所：〒 880-8502 宮崎市橘通東１丁目９番１０号
ＴＥＬ：０９８５－２６－７２４５
ＦＡＸ：０９８５－２６－７３４２
E-mail：nagao-takehiko@pref.miyazaki.lg.jp


